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鋳造工学第90巻（平成30年）総目次

会　　　　　　告

～第90巻表紙シリーズ「南部鉄瓶のできるまで」～

表紙の写真：9．着色

コメント：鉄瓶内部に付いた酸化被膜をとらないように注意しながら，鉄瓶外部の表面を金ブラシで研磨し，酸化被膜

を取り除きます．研磨仕上げが終わった鉄瓶を炭火で400℃程度に加

熱し，下塗りとして漆を塗ります．黒系の着色をするときには黒漆(生

漆に鉄粉を混ぜたもの)を，茶系の着色をするときには生漆と紅柄(べ

んがら)(酸化鉄)を練り合わせたものを使います．下塗りの終わった

鉄瓶を100℃程度に加熱して，仕上げ塗りをします．仕上げ塗りには，

「鉄漿液(酢酸鉄溶液)」や「おはぐろ(茶汁に鉄漿液を混ぜたもの)」

を使います．黒系に着色する場合にはおはぐろを，茶系に着色する

場合には鉄奨液を塗ります．

◎撮影協力：田山鉄瓶工房　http://www.nanbutayama.com/
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